
[(llll)|」

′ヽ

苅田町青少年育成釘民会議だより
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第2回ふれあいウォークラリー

11月 10日、健全育成部会主催の第2回ふれあいウォ

ークラリーが開かれました。役場前スタート・ゴールの

4コースに52チーム、198人が参加、地図を頼りに歩きな

がら、町を再発見しました。
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12月 15日日親子凧作り教室
手づ<り凧を
作つてみませんか? 参 加 者 募 集

12月 15日 (日 )午前 9時～

苅田小学校講堂

●日時

●場所

寒
い
冬
を
吹
き
飛
ば
す
凧
揚
げ
カ
ー
ニ

バ
ル
を
行
い
ま
す
。
カ
ラ
フ
ル
で
ユ
ニ
ー

ク
な
凧
を
苅
田
の
空
に
舞
上
げ
ま
し
よ
う
。

く
わ
し
く
は
、
の
ち
ほ
ど
町
政
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
凧
の
サ
ー

ク
ル

「北
九
州
鳥
凧
愛
好
会
」
の
み
な
さ

ん
が
、
素
敵
な
凧
の
作
り
方
を
伝
授
し
て

く
れ
ま
す
。
作
り
方
は
簡
単
で
す
。

作

っ
た
凧
は
来
春
の
凧
場
げ
カ
ー
ニ
バ

ル
で
さ

っ
そ
う
と
揚
げ
て
み
ま
し
よ
う
。

●
募
集
人
員
　
百
名

（定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
）

●
材
料
費
　
無
料

●
持

っ
て
く
る
も
の
　
カ
ッ
タ
ー
、　
ハ
サ

ミ
、
定
規

（３０

ｃｍ
程
度
）
、
鉛
筆

●
申
込
先
　
役
場
社
会
教
育
課

（容
４
３

４
１
１
１
１
１
内
線
３
４
１
）

へ
電
話
で

お
願
い
し
ま
す
。
（人
数
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
な
ど
）

※
小
学
３
年
生
以
下
は
で
き
る
だ
け
親
子

で
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

花
田
加
代
さ
ん
（苅
田
中
）
が
発
表

少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会

十
月
六
日
、
久
留
米
市
の
石
橋
文
化
セ

ン
タ
ー
共
同
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
三

年
少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
の
各
中
学
校
か
ら
百
三
名
の

応
募
が
あ
り
、
選
考
に
よ
り
十
五
名
が
発

表
し
ま
し
た
。

苅
田
町
か
ら
は
苅
田
中
学
三
年
の
花
田

加
代
さ
ん
が
選
ば
れ
、
「
心
の
変
化
」
と
い

う
題
で
発
表
し
ま
し
た
。

′

来
春
１
月
２６
日
０

開
催
決
定
／

掴
凩
揚
げ

第
ヵ
ｌ
ニ
バ
ル

と

こ
ろ
　
向
山
公
園

1'(少年の主張福岡県大会

9 毎月第二日躍日は「家庭の日」です。
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青少年教育相談室

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
二
十
年

苅
田
町
青
少
年
育
成
会
連
合
会
長

松
　
中
　
文
　
雄
さ
ん

（馬
場
）

子
ど
も
た
ち
に
ま
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す

―

‐松
中
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
馬

場
地
区
育
成
会
長
に
な
ら
れ
た
の
が
、
二

十
年
に
わ
た
る
育
成
会
指
導
者
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
最
初
の
き
っ
か
け

は
？
松
中
　
大
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

（笑

い
）
。
他
に
や
り
手
も
な
く
、
ま
あ
、
子
ど

も
が
お
世
話
に
な

っ
た
か
ら
、
恩
返
し
で

も
し
よ
う
か
と
い
う
程
度
で
し
た
ね
。

―

そ
れ
が
、
二
十
年
も
続
い
た
わ
け
で

す
が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
何
で

し
ょ
う
か
？

松
中
　
お
お
げ
さ
に
言
え
ば
、
日
本
の
将

来
を
憂
う
気
持
で
し
ょ
う
か
。
日
本
が
経

済
成
長
を
続
け
て
、
豊
か
な
国
に
な
り
ま

し
た
が
、
豊
か
さ
の
中
で
子
ど
も
に
対
し

て
過
保
護
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主

性
や
意
見
、
主
張
が
な
く
な

っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

日
本
は
世
界
の
先
進
国
と
な

っ
て
、
も

う
モ
デ
ル
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
自
分
の

頭
で
考
え
る
人
間
を
育
て
て
い
か
な

い

と
、
日
本
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
ぞ
と

思

っ
て
い
ま
す
。

―

基
日
成
会
活
動
を
指
導
す
る
際
に
心
に

留
め
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

松
中
　
子
ど
も
た
ち
に

「ま
か
せ
る
」
こ

と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
し
て
も
、
審

判
や
監
督

・
コ
ー
チ
も
子
ど
も
た
ち
に
や

ら
せ
ま
す
。
ま
か
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
心

配
す
る
方
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ト
ラ

ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
、
選
手
と
し
て
勝
敗
を
争
う
だ

け
で
な
く
、
審
判
や
監
督
を
通
じ
て
、
社

会
的
体
験
が
で
き
ま
す
。
指
導
者
の
頭
の

切
り
替
え
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

―

で
は
、
今
後
の
課
題
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
？

松
中
　
学
校
の
週
体
二
日
制
導
入
が
必
至

の
状
況
で
す
が
、
そ
う
な
る
と
、
育
成
会

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
ら
が
健
全
に
の
び
の
び
と
週
末
を

過
ご
せ
る
環
境
を
地
域
全
体
で
作

っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

指
導
者
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。
―
―
最
後
に
、
育
成
会
活
動
を
離
れ
て
の

趣
味
は
何
で
す
か
？

松
中
　
今
の
と
こ
ろ
、
育
成
会
活
動
自
体

が
趣
味
で
す
ね
。
そ
ろ
そ
ろ
、
自
分
自
身

の
趣
味
を
持
ち
た
い
と
は
思

っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
ね
。
（笑
い
）

教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
と
「青
少
年
教
育
相
談
室
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

勉
強
や
進
路
、
友
達
、
家
庭
や
親
子

関
係
、
子
ど
も
の
変
化
、
し
つ
け
な
ど

の
問
題
解
決

へ
の
手
助
け
の
た
め
に
、

ま
ず
は
、
気
軽
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

電
話
相
談
　
毎
週
水

・
木
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

面
接
相
談
　
毎
月
第
２

・
第
４
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

三
原
文
化
会
館

※
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。
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青少年教育相談Q&A

Q

今回も登校拒否について述べてみたいと思います。

学校に行きたくない、親は学校へ行かせたい、両者お互いそのこ

とでもんもんとしています。何かア ドバイスはありませんか。

登校拒否には色々なタイプに分けられていますが、大きく分けて

二つのタイブに分けるとわかりやすいと思います。一つは急性型、

神経症的傾向が強い
｀
優等生息切れ型、と呼ばれるもの。

もう一つは、慢性型で幼稚園や小学校時代から尾を引く依存 。甘

えの傾向が強いもの。親に柔順で挫折経験の少ないいわゆる「いい

子ども」が目につきます。

母親はどちらかというと過干渉のタイプが多いようです。

中学校 (高校)は、小学校 (中学校)に比べて広い地域から集ま

りますから、それまで成績のよかった子どもも努力はしているもの

の思い通りに成績が伸びなくて、初めて挫折感を感じます。

性格的にも弱く、一層、安全な家庭に開じこもることになるわけ

です。反対に学校に行かないのは、悪いことだと自責の念に落ち入

ることが多く、気持ちの負担を軽 くしてやることが治療、立ち直り

の第一歩になります。

また、慢性型の場合は共通してみられることは、年齢に応じた自

立心が育ってないことが多く、親も子も子離れが出来ず子どもを甘

やかし、過保護に,蒻愛して育てている場合が多いのも特徴といえる

でしょう。子どもは、いつまでも
｀
親の傘、から出られない。こん

なときに親はこれではいけないと急に厳しい態度に出ると、驚きと

不満が一挙に爆発して、家庭内暴力を起こしかねません。

慢性型の治療法としては、年齢や症状にもよりますが、わがまま

を受け入れてくれる環境から徐々に切 り離すことも効果的だと思い

ます。要は自立心を育てることにあると思います。

A

町
民
会
議
総
務
部
会
主
催
講
演
会

と
き
●
＝
月
２８
日
（本
）午
後
６
時
３０
分
開
演

と
こ
ろ
●
三
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

空
家
巡
回
活
動
を

行
い
ま
す補
導
環
境
部
会

先
に
駐
在
員
さ
ん
を
通
じ
て
調
査
し
ま

し
た
各
地
区
の
空
家
に
つ
い
て
、
補
導
環

境
部
会
で
は
こ
れ
か
ら
、
定
期
的
に
空
家

巡
回
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、　
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「遊
ん
だ
ら
文
化
」

講
師
●
小
田
切
直
人
さ
ん

（遊
び
塾
あ
リ
ギ
リ
ス
事
務
局
長
）

ヽ″

ヽロ

☆
編
集
後
記

十

一
月
は

「全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間
」
で
す
。

町
民
会
議
で
は
、
こ
の
強
調
月
間
に
限

ら
ず
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
会
議
が
発
足
し
て
二
年
半
に
な
り
、

そ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ
て
、
い

ま
ま
で
以
上
に
家
庭
や
地
域
に
密
着
し
た

活
動
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
十

一
月
の
強
調
月
間
を

一
つ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
町
民
会
議

の
活
動
を
家
庭
や
地
域
ぐ
る
み
で
行

っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
声
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

警
　
　
　
警
　
　
　
幸

イ

編
集

・
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

総
　
務
　
部
　
会

な
４
３
４
１
１
１
１
１
内
線
３
４
１
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